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▪本書について▪
◎本書、「燃料噴射ポンプ脱着＆調整マニュアル・2019 年版」は、コモンレー
　ル式ディーゼルエンジン搭載車の燃料噴射ポンプ（サプライポンプ）の脱着
　要領と調整手順及び付随作業（データ初期化等）をまとめた書籍です。

◎収録車両は、コモンレールシステム式燃料噴射ポンプ（サプライポンプ）搭
　載車両／主要 18 モデル・27 エンジンになります。（現行・旧型）
　乗用車／ 1BOX ／小型トラック（～ 2t）を収録しました。（※ OEM 除く）
　（排ガス規制：新長期規制又はポスト長期規制対象車両が主になります）
　従来型の VE ポンプ、列型ポンプ、PFR ポンプ搭載車両は未収録ですので
　ご注意下さい。

◎燃料噴射ポンプ（サプライポンプ）の点検・整備時期の目安は、おおよそ「乗
　用車 10 万 km」・「小型＆中型車 20 万 km」・「大型車 30 ～ 50 万 km」 
　とされており、「定期点検整備項目」に指定されている車両もあります。

◎燃料噴射ポンプ（サプライポンプ）
　本体の修理及び点検は、非常に高度 
　 且 つ 専 門 技 術 を 有 す る た め 作 業 は 
　主に製造メーカー側が行います。し 
　かし、燃料噴射ポンプ（サプライポ 
　ンプ）の脱着及び取付時の調整（サ 
　 プ ラ イ ポ ン プ シ ャ フ ト キ ー の 合 
　マーク調整）や点検（サクションコ 
　 ン ト ロ ー ル バ ル ブ 端 子 間 抵 抗 点 検 
　や故障診断機を使用しての燃料漏れ） 
　等は整備事業者等が作業を行います。 
　そのため、脱着＆調整作業を確実に行なわないと、本体本来の性能が発揮出
　来ないばかりか、思わぬトラブルを引き起こしてしまいます。これは、リビ
　ルト部品や OH（オーバーホール）した場合も同じです。

◎コモンレールシステムは、燃料噴射ポンプ
　 で 超 高 圧 化 さ れ た 燃 料 が レ ー ル（ 畜 圧 
　室）に蓄えられ、ECU 制御の指示系統よ 
　り、インジェクターから燃焼室に噴射される 
　燃料噴射システムです。高圧燃料をレールに 
　蓄えて燃料の超高圧化だけではなくエンジ 
　ンの回転速度に捉われず噴射力と噴射時 
　期を細かく制御出来ます。超高圧化により完全
　燃焼して、NOx・PM を大幅に低減しています。
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＜例：コモンレールシステム図＞

脱着時の注意点
◎燃料噴射ポンプ（サプライポンプ）の脱着は、補機部品を多く取り外します。
　V ベルトやタイミングベルトの脱着が必要となり、シリンダ圧縮上死点セッ
　トを行います。本書では、タイミング合いマーク位置、インジケータマーク
　の許容範囲図等を収録しています。又、シートやアンダーカバー等の脱着も
　行うので、規定締付トルク値及び部品構成図を収録しました。

調整時の注意点
◎従来（分配型ポンプ等）のような取付角度変位による噴射時期調整は不要で
　すが、燃料噴射ポンプシャフトキーの合いマーク調整（サプライポンプギヤ
　の合わせマークとアイドルギヤのマーキング位置の合致）を適切に行わない
　と燃料漏れや噴射タイミングが適切に行われなく場合があります。

取付作業後の注意点
◎コモンレールシステム式エンジンは、プライミングポンプによるエア抜きを
　行った後でも、燃料系統の空気が抜けきれず、エンジンがかかりにくい場合
　があります。そのため、始動時には注意が必要です。（スターター回転数等）
◎燃料噴射ポンプ（サプライポンプ）交換後、学習値の初期化作業が車両によ
　り必要となります。これは、リセット前の基準エンジン回転数＆冷却水温の
　状態で「目標コモンレール圧」と「実燃コモンレール圧／ポンプ部品交換後」
　の燃圧差を学習値リセットさせる事により燃圧差を無くす作業です。
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 エルフ（’07＆ ’09型）
　（NH♯85、NJ♯85、NK♯85、NL♯85、NM♯85、NN♯85、
　　 NP♯85 系 － 平成 18 年 12 月～ 23 年 5 月）：4JJ1-TCS/N
▪電子制御燃料噴射システム（コモンレール式）

 1 サプライポンプ取り外し作業

1. フューエルフィードパイプ　2.インジェクションパイプスリーブナット
3.スペースラバーA　4.サプライポンプブラケット　5.スペースラバーB
6. サプライポンプ　7.ノイズカバー　8.ロワータイミングチェーンカバー　9.ナット
10. スプロケット　11. サプライポンプギヤ

1 取り外し
①冷却水を抜き取る。

②エアーインテークパイプ及びホースを取り

　外す。

▪ブーストセンサーのコネクター（1）とハー
　ネスクリップを外し、エアーインテークパ
　イプをホースと共に取り外す。
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㉜ギヤプーラーを使用してサプライポンプギヤ

　を取り外す。

㉝燃料温度（ＦＴ）センサーハーネスコネクター

　（１）、サクションコントロールバルブハーネ

　スコネクター（２）を外す。

㉞サプライポンプ及びサプライポンプブラケッ

　トと一緒にスペースラバーを取り外す。

＜注意＞
サプライポンプを取り外すときはポンプの高
圧パイプ（1）を取っ手代わりに持たないこと。
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㉟サプライポンプ（１）からＯ－リング（２）

　を取り外す。

 2 サプライポンプ取り付け作業
1 取り付け
①サプライポンプにＯ－リングを取り付ける。

②サプライポンプを取り付ける。

　ａ．スペースラバー Ａ（４）をシリンダー
　　　ブロックに取り付ける。
　ｂ．スペースラバー Ｂ（２）をサプライポ
　　　ンプブラケット（３）に挿入する。
　ｃ．サプライポンプブラケット（３）を以
　　　下の手順で取り付ける。

▪ア；ギヤケース側ボルト、ナットを仮締めし、
　　　密着させる。
▪イ；シリンダーブロック側ボルトを仮締め
　　　し、密着させる。
▪ウ；ギヤケース側ボルト、ナットを規定ト
　　　ルクで締め付ける。
▪エ；シリンダーブロック側ボルトを規定トルクで締め付ける。

　◉締付トルク値：25 Ｎ・ｍ

　d. サプライポンプ（1）を取り付ける。
　　（右上図）

　◉締付トルク値（1 回目）：15 Ｎ・ｍ　

　◉締付角度値（2 回目）：20°～ 35°

③サプライポンプカムシャフトキーが右側の

　水平の位置にあることを確認する。
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④サプライポンプギヤをサプライポンプシャフ

　トに取り付ける。

　a. サプライポンプギヤの合わせマーク（1）
　　とアイドルギヤ A のマーキング（2）の位
　　置を合わせる。
　b. サプライポンプギヤとアイドルギヤ A の
　　メインギヤ（3）がかみ合っていることを
　　確認する。
　　サプライポンプギヤがアイドルギヤ A の
　　サブギヤ（4）とかみ合っている状態でサ
　　プライポンプギヤを押し込む。

⑤タイミングチェーンとサプライポンプスプロ

　ケットを取り付ける。

　ａ．アイドルギヤ Ｄの合わせマーク（１） 
　　　とタイミングチェーンの青プレート 
　　　（２）の位置を合わせる。
　ｂ．サプライポンプスプロケットの合わせ
　　　マーク（３）とタイミングチェーンの
　　　黄プレート（４）の位置を合わせる。
　ｃ．サプライポンプギヤのダウエルピンと
　　　サプライポンプスプロケットの切欠き
　　　部を合わせ、サプライポンプスプロケッ
　　　トを取り付ける。
　ｄ．サプライポンプシャフトナットを手で
　　　締める。

⑥タイミングチェーンレバーピボットを取り付

　け、手で締める。

▪タイミングチェーンレバーがスムーズに動
　くことを確認する。



213

ト
ヨ
タ

日
産

三
菱

マ
ツ
ダ

い
す
ゞ

三
菱
ふ
そ
う

㉕Ａ／Ｃコンプレッサーアジャストプーリーを

　取り付け、規定トルクで締め付ける。

　◉ボルト・締付トルク値：25 Ｎ・ｍ
　◉ナット・締付トルク値：25 Ｎ・ｍ

＜右図イラスト内＞
1. ナット　2. ボルト

㉖Ａ／Ｃコンプレッサーを取り付ける。

　◉締付トルク値：25 Ｎ・ｍ

㉗Ａ／Ｃコンプレッサードライブベルトを取り

　付ける。

㉘エンジンオイルレベルゲージガイドチューブ

　を取り付け、規定トルクで締め付ける。

　◉締付トルク値：25 Ｎ・ｍ

㉙左側ファンガイドブラケットを取り付ける。

㉚エンジンカバーを取り付ける。

㉛左側ノイズカバーを取り付ける。

㉜ドロッピングレジスターのハーネスコネク

　ターを取り付ける。

㉝エアーダクトを取り付ける。

㉞ラジエーターアッパーホースを取り付ける。

㉟エアーインテークパイプ及びホースを取り付

　け、クリップを規定トルクで締め付ける。

　◉締付トルク値：6.4 Ｎ・ｍ

㊱ブーストセンサーのコネクターを取り付ける。

㊲冷却水を補充する。

㊳サプライポンプの学習を行う（下記参照）。

 3 サプライポンプ取り付け後作業
1 サプライポンプの学習（調整） 
①スキャンツールを接続する。

②スタータースイッチを「ＯＮ」にする。

③「診断」 ＞ 車両識別を適合させる ＞ 「エンジン」 ＞ 「４ＪＪ１－ＴＣ（Ｃ／Ｒａｉｌ）」 

　＞ 「スペシャルファンクション」 ＞ 「フューエルポンプ調整リセット」 を選択する。

④画面が表示されたら、エンジンが停止していることを確認し、ソフトキー【次へ】を押す。

⑤画面が表示されたら、「機差学習値をクリアしますか？」というメッセージが表示され 

　たら、ソフトキー【はい】を押し、画面の指示に従う。

⑥スキャンツールで「ポンプ機差学習完了ステータス」のデータ表示が「Ｎｏ」であるこ

　とを確認する。

⑦エンジンを始動する。

⑧データ表示が「Ｎｏ」から「Ｙｅｓ」へ変化するまで、エンジンを暖機させる。
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2 エアー抜き（燃料切れした場合） 
▶エンジン始動前◀
①エアー抜きプラグ（２）にビニールホース

　などを取り付け、燃料受け皿をビニールホー

　スの下に準備する。

②プラグを十分に緩め、エアー混じりの燃料

　がでなくなるまでプライミングポンプ（１）

　を押す。

③プラグを十分に締め付け、周辺の燃料をふ

　き取り、さらにプライミングポンプを 10回

　以上押して燃料系のエアーをサプライポン

　プからリターン配管へ送り込む。

④スターターを回しエンジンを始動させる。

▶エンジン始動後◀
①アクセルペダルは踏まずにスターターを回し、エンジンを始動させる。

②始動後、アイドリング回転を５秒間保持する。

③アクセルペダルをいっぱいに踏み込み、最高回転まで吹き上げる操作を数回行う。

＜注意＞
エアー抜き作業が不十分なときには、エンジン不調になるおそれがあるのでエンジン始動
後の手順も必ず実施すること。

3 エアー抜き（フューエルフィルターを交換した場合） 
▶エンジン始動前◀
①燃料フィルターのエアー抜きプラグ（1） 

　にビニールホースなどを取り付け、燃料受

　け皿をビニールホースの下に準備する。

②プラグを十分に緩め、エアー混じりの燃料が

　でなくなるまでプライミングポンプを押す。

③プラグを十分に締め付け、周辺の燃料をふ

　き取り、さらにプライミングポンプを 20回

　以上押して燃料系のエアーをサプライポン

　プからリターン配管へ送り込む。

④スターターを回し、エンジンを始動させる。

▶エンジン始動後◀
①アクセルペダルは踏まずにスターターを回し、エンジンを始動させる。

②始動後、アイドリング回転を５秒間保持する。

③アクセルペダルをいっぱいに踏み込み、最高回転まで吹き上げる。

　この操作を数回繰り返す。

＜注意＞
エアー抜き作業が不十分なときには、エンジン不調になるおそれがあるのでエンジン始動
後の手順も必ず実施すること。



資料転載協力

▪トヨタ自動車（株）

▪日産自動車（株）

▪三菱自動車工業（株）

▪マツダ（株）

▪いすゞ自動車（株）

▪三菱ふそうトラック・バス（株）
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